
 analog 148149 analog

　

久
し
ぶ
り
に
ア
ト
リ
エ 

Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
の

倉
庫
へ
高
速
を
飛
ば
し
て
向
か
う
。
倉
庫
に
行

く
と
き
は
、
大
物
試
聴
に
間
違
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
モ
ニ
タ
ー
」

だ
と
い
う
。
と
な
る
と
Ｋ
Ｅ
Ｆ
な
の
か
ロ
ジ
ャ

ー
ス
な
の
か
ハ
ー
ベ
ス
な
の
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
小
さ
い
ス
ピ
ー
カ
ー
な
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ

倉
庫
な
の
か
。

　

建
物
に
入
っ
て
す
ぐ
、
さ
あ
聴
い
て
く
だ
さ

い
と
置
い
て
あ
っ
た
の
が
Ｌ
Ｓ
５
／
１
と
い
う

モ
デ
ル
だ
っ
た
。
ウ
ー
フ
ァ
ー
は
Ｒ
Ｃ
Ａ
製
38

㎝
だ
と
い
う
。
こ
う
い
う
モ
ニ
タ
ー
が
あ
っ
た

と
は
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
モ
ニ
タ
ー
を
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

に
も
売
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
話

で
、
こ
れ
は
英
国
内
の
放
送
局
数
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
ぐ
ら
い
し
か
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ

か
ら
珍
し
い
。
厳
し
い
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
規
格
を
通
っ

た
モ
ニ
タ
ー
。
し
か
も
38
㎝
ウ
ー
フ
ァ
ー
。
聴

く
前
か
ら
も
う
間
違
い
な
い
と
思
え
た
。
左
右

の
幅
は
ウ
ー
フ
ァ
ー
ギ
リ
ギ
リ
の
寸
法
で
、
ば

か
に
大
き
く
な
い
の
も
い
い
。
ス
タ
ン
ド
が
ス

ピ
ー
カ
ー
と
一
体
型
で
ア
ン
プ
を
格
納
す
る
た

め
の
棚
が
つ
い
て
い
る
。

　

英
国
つ
な
が
り
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
『
ラ
バ
ー

ソ
ウ
ル
』、
そ
し
て
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
の
女
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
聴
く
。
む
ち
ゃ
く
ち

ゃ
滑
ら
か
で
き
め
細
か
い
。
そ
し
て
現
代
的
。

50
年
代
半
ば
の
設
計
・
製
造
で
こ
の
音
は
な
い

で
し
ょ
う
と
い
つ
も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
口
走

っ
て
い
る
が
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
っ
た
。

　

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
ウ
ー
フ
ァ
ー
。
と
い
っ

て
も
帯
域
的
に
は
フ
ル
レ
ン
ジ
と
い
っ
て
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
振
動
板
が
と
び
き
り

薄
い
。
触
っ
た
だ
け
で
ズ
ボ
ッ
と
い
き
そ
う
。

こ
の
ウ
ー
フ
ァ
ー
が
古
く
さ
さ
を
感
じ
さ
せ

ず
、
テ
ン
ポ
よ
く
軽
快
に
音
楽
を
奏
で
る
。
も

っ
さ
り
さ
せ
る
よ
う
な
不
純
物
が
な
い
。
こ
う

い
う
湿
度
感
が
低
い
音
だ
と
ア
ー
ト
・
ペ
ッ
パ

ー
の
『
ミ
ー
ツ
・
ザ
・
リ
ズ
ム
・
セ
ク
シ
ョ
ン
』

の
よ
う
な
西
海
岸
の
ジ
ャ
ズ
は
ば
っ
ち
り
決
ま

っ
た
。
ヌ
ケ
が
い
い
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
音

な
ん
だ
と
思
う
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
オ
ペ
ラ
の
声
も
付
帯
音
が

極
少
で
、
そ
の
プ
レ
ー
ン
な
テ
イ
ス
ト
は
あ
く

ま
で
も
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
音
源
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
の
機
能
性
を
意
識
さ
せ
る
。

　

次
に
そ
れ
の
５
、
６
年
後
に
出
て
き
た
Ｋ
Ｅ

Ｆ
モ
デ
ル
の
Ｌ
Ｓ
５
／
１
Ａ
を
聴
く
。
ユ
ニ
ッ

ト
の
構
成
は
同
じ
だ
が
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
が
グ
ッ

ド
マ
ン
で
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
が
セ
レ
ッ
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
。
本
格
的
に
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
楽
器
の

時
代
を
迎
え
、
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た
よ

う
だ
。
重
低
音
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ウ
ー
フ

ァ
ー
の
質
量
が
増
し
全
体
の
重
心
が
下
が
っ

た
。
よ
く
言
わ
れ
る
英
国
ス
ピ
ー
カ
ー
独
特
の

陰
影
感
が
出
て
い
る
。
だ
か
ら
時
代
的
に
ド
ン

ピ
シ
ャ
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
聴
く
と
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
の
甘
ず
っ
ぱ
い
哀
愁
が
よ
り
滲
み
出
て
く

る
。

　

岡
田
さ
ん
は
初
期
モ
デ
ル
が
好
き
だ
と
い

う
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
も
う
こ
れ
し
か
置
け
な
い

と
い
う
な
ら
後
期
型
だ
ろ
う
。
そ
し
て
サ
ブ
と

し
て
セ
ッ
ト
し
、
あ
る
特
定
の
音
楽
は
ど
ん
な

ス
ピ
ー
カ
ー
も
負
け
な
い
ぞ
と
い
う
使
い
方
が

で
き
た
ら
初
期
型
だ
。
相
当
ぜ
い
た
く
な
話
だ

け
ど
。
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Ｂ
Ｂ
Ｃ
規
格
で
、
38
㎝
ウ
ー
フ
ァ
ー

聴
く
前
か
ら
間
違
い
な
い
と
思
っ
た
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが誌面に
取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる
ほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、音質はもちろん、
デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を数多く紹介している。
本企画では、同店で販売されている製品を中心に、
毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

BBC Monitor 
Speaker system

第17回

BBCモニターとは、放送局からの送り出し周波数（1958年当
時は50Hz ～ 15kHz）の音質をモニタリング再生する目的で
規格化され、ライセンス製造されているスピーカーの俗称。当時
BBCには、D・E・L・ショーターという、スピーカー専門の優秀
な研究家が在籍しており、彼は1946年にBBCが発行している
クオータリーに「スピーカーの過渡特性の測定とその視覚的提
示方」という論文を発表するなど、英国でのスピーカー研究の
第一人者だった。そして1950年代の後半には、ワーフデール
に在籍していたレイモンド・E・クックが外部スタッフとしてBBC
モニターの開発チームに加わる。スピーカーの基本性能を解
析、理論的に設計していくスタイルと、当時のスピーカーメーカ
ーの多くがそうであった、勘と経験に頼った、いわゆる職人的な
設計スタイルでBBCモニターは開発されてきたのだ。

BBC Monitor LS5/1
1958年、LSのナンバーが与えられた 
BBC のスタジオ・モニタースピーカーとし
て最初の記念碑的モデル。同年４月に、
英国電気学会誌に発表した、モニタース
ピーカーに関する実際的な研究発表論文
の中に実例として挙げられているスピーカー
が、BBC放送局独自の開発になるモニター
スピーカーの最初のモデルであるLS3/1、
そして、今日のBBCのモニタースピーカー
の源流といえるLS5/1であった。

BBC Monitor

LS5/1A（KEF Model）　
LS5タイプは1961年にユニットが改良され1Aタイプと
なるが、箱のサイズ、ユニット構成は全く同じ。LS5/1
は後面バッフッルが取り外し可能だったが、LS5/1Aは
正面バッフルが取り外せるようになっている。当時すで
にBBCの研究所では指向性の問題に気付いており、
ウーファーをバッフルの裏から固定し、バッフルの開口
部は円にはせずに、横幅18cm、縦30ｃｍくらいの長方
形とすることで、水平方向の指向性を改善している。
これは初期型のLS5/1にも採用されている構造だ。こ
のモデルも金属製の専用台が用意されていて、アンプ
が搭載可能になっていた。この改良モデルのLS5/1A
の製造権を手に入れたのは、後にクックが創立した
KEFであり、BBCへの納入も独占していた。

LS5/1のネットワーク部

LS5/1（最初期Model）　
周波数特性は40 〜 13,000Hz ±5dB、38cmウー
ファーとソフトドームのトゥイーター（２個使用）の２ウェイ
構成で、クロスオーバーは1.75kHz。ウーファーのサイズ
は30cm口径よりも38cm口径の方が、高域特性に優れ
ている理由で採用されている点がユニークである。
38cmウーファーと２個搭載されているトゥイーターは、位
相干渉による音像の肥大を防ぐために、3kHz以上では、
１個のトゥイーターをロールオフさせている（トゥイーターの
カットオフ周波数は1.75kHz）。LS5/1はリーク製の
EL34プッシュプル専用アンプ（後期はラドフォード製の
EL34のプッシュプル）が用意されていてキャビネットの台
の部分に搭載できるようになっている。また、そのまま鳴
らしたのでは高域のレスポンスがなだらかに低下してゆく
ので、高域補正用の回路が搭載されていた。

ウーファーの長方形の
バッフル開口部

２個搭載されている
トゥイーター
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ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
に
入
る
と
、
ど
真

ん
中
に
ま
る
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
カ

ー
が
置
い
て
あ
っ
た
。「
久
し
ぶ
り
に
出
た
な
、

50
年
代
の
Ｓ
Ｆ
調
キ
ワ
モ
ノ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
」

と
思
っ
た
ら
、
岡
田
さ
ん
は
「
こ
の
前
の
続
き

で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
モ
ニ
タ
ー
で
す
」
と
紹
介
し
た
。
奇

を
て
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
大
ま
じ
め

な
業
務
用
な
の
で
あ
る
。
前
回
の
Ｌ
Ｓ
５
／
１

と
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
雰
囲
気
に
ど
う
も
納
得
が
い

か
な
い
。
目
玉
を
描
い
た
ら
ま
る
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
ど
ー
も
く
ん
」
じ
ゃ
な
い
か
。
だ
い
た
い
金

属
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
っ
て
ど
う
な
ん
だ
。

そ
う
思
っ
て
コ
ン
コ
ン
と
叩
い
た
ら
木
製
だ
っ

た
。
素
晴
ら
し
い
塗
装
だ
。
変
な
と
こ
ろ
に
感

心
し
た
。

　

さ
ら
に
び
っ
く
り
な
の
が
、
こ
れ
で
38
㎝
ウ

ー
フ
ァ
ー
を
内
蔵
し
て
い
る
こ
と
だ
。
２
基
の

ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
を
そ
の
前
面
に
同
軸
ユ
ニ
ッ
ト

の
よ
う
に
マ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
な
ぜ
フ
ロ
ン
ト
の
開
口
部
は
四
角
く
、
し

か
も
こ
ん
な
に
小
さ
い
の
だ
。
ウ
ー
フ
ァ
ー
の

外
周
部
分
か
ら
出
た
低
音
は
バ
ッ
フ
ル
に
当
た

っ
て
し
ま
う
。
中
心
部
の
低
音
は
中
高
域
ユ
ニ

ッ
ト
に
も
当
た
る
。

　

し
か
し
取
っ
手
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
可
搬
式
な
の
で
、
移
動
中
に
ユ
ニ
ッ
ト
が

何
か
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
を
考
え
て
、
露
出
面
積

を
最
小
限
に
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
た
ら
岡
田
さ
ん
が
「
こ
れ
が
あ
る
の
と
な

い
の
で
は
価
値
が
ま
っ
た
く
違
う
の
で
す
」
と

四
角
い
鉄
板
を
出
し
て
き
た
。
な
ん
と
前
面
の

窓
に
は
め
込
ん
で
、
本
当
に
保
護
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
取
り
外
し
た
ら
、
紛
失
し
な

い
よ
う
に
背
面
に
止
め
て
お
く
こ
と
も
で
き

る
。
そ
こ
ま
で
配
慮
し
て
い
る
な
ら
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
小
窓
説
は
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
前
回
と
同
じ
よ
う
に
英
国
つ
な

が
り
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
を
聴

い
て
み
る
。
開
口
部
が
小
さ
く
点
音
源
に
近
い

せ
い
か
、
像
が
締
ま
っ
て
い
る
。
切
れ
が
い
い

と
い
う
か
繊
細
。
心
配
し
た
低
音
は
ふ
ん
だ
ん

で
は
な
い
が
、
出
る
と
こ
ろ
で
は
き
ち
っ
と
出

て
く
る
。
全
体
的
に
ど
こ
か
モ
ニ
タ
ー
ら
し
い

折
り
目
の
正
し
さ
が
印
象
的
だ
。

　

新
し
い
録
音
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン

の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
製
造
時
期

を
推
測
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
初
々
し
い
サ
ウ

ン
ド
。
高
域
の
レ
ン
ジ
は
広
く
、
温
か
み
も
あ

る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
サ
イ
ア
」
に
し
て
も
や

は
り
適
切
な
温
度
感
で
テ
ノ
ー
ル
が
し
っ
か
り

し
た
音
像
で
立
つ
。
Ｌ
Ｓ
５
／
１
と
同
じ
く
ヴ

ォ
ー
カ
ル
も
の
は
、
録
音
さ
れ
た
時
代
や
ジ
ャ

ン
ル
に
か
か
わ
ら
ず
得
意
と
み
た
。

　

50
年
代
の
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
・
ト
リ
オ
で

は
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
的
な
黒
光
り
す
る
味
わ
い

と
い
う
よ
り
、
す
ご
く
プ
レ
ー
ン
で
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
音
を
聴
か
せ
る
。
ベ
ー
ス
が
際
立
っ
て
ゴ

リ
ゴ
リ
来
る
よ
う
な
迫
力
は
な
い
が
、
全
体
が

う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
､
好
感
が
持
て
る
。
や
っ

ぱ
り
バ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
考
え
て
作
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

Ｌ
Ｓ
３
／
１
は
見
た
目
の
第
一
印
象
で
は
、

無
骨
で
風
変
わ
り
な
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
音
を

聴
き
な
が
ら
顔
を
見
て
い
る
と
次
第
に
感
情
移

入
し
、
な
ん
だ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
た
。
小
窓

の
上
に
本
当
に
目
玉
を
描
い
て
あ
げ
た
い
。
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小
さ
い
開
口
部
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

正
真
正
銘
の
モ
ニ
タ
ー
サ
ウ
ン
ド
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、ＪＢＬ、マッキントッシュなどが誌面に
取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる
ほかの多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエＪｅ-ｔｅｅ」では、音質はもちろん、
デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を数多く紹介している。
本企画では、同店で販売されている製品を中心に、
毎号テーマとなるブランドを取り上げていこう。

BBC Monitor 
Speaker system②

第 18 回

BBCはNHKと同じような国営放送局であり、
かなり昔から放送される音質の良いことで知
られていた。その陰では音の美しさを追求し
て放送機器の性能を改善していた。そんな
長い地道な研究の中から初代大型モニタ
ースピーカーのLS/1をはじめとして、ステレオ
時代になってからはLS 5/1、 LS 3/1が開
発され、その後のLS3/5A等へと受け継が
れていった。その実績はその後の英国のスピ
ーカーメーカーであるKEF、ロジャース、チャー
トウエル、B&W、スペンドール、ハーベス等に
大きな影響を与えていった。

BBC LS3/1
前号でご紹介した LS 5/1 はスタジオ専用
として開発されたが、スタジオ以外の録音環
境でも最良のモニタリングを可能にしてくれ
るモニタースピーカーとして LS 5/1 タイプと
ほぼ同時期に、より小型で可搬できる LS 
3/1 を開発していた。このモデルも密閉型
のキャビネット構造で大きさは高さ77 ×幅
46 ×奥30cm。その箱の上部両サイドに
は金属製の取っ手がついている。搭載され
ているユニット類はLS 5/1と全く同じタイプ
のウーファーとトゥイーターで、多少変更を加
えたネットワークで構成されている。実際に
鳴らしてみると、ピンポイントな音像定位と、
その外観の大きさより想像以上のスケール
の大きい音場感で驚かせられる。

BBC Monitor②

スピーカー内部　
ネジ止めになっている後面バッフルを外すと38cmユニットが左
右の幅いっぱいに搭載されているのが確認できる。キャビネッ
トを構成する板は８mmの厚さで、薄い５層に貼り合わせたバー
チ材が使われていて、さらにその板には繊維質の固く1cmくら
いの厚さに圧縮された吸音材がびっしりと隙間無く貼り付けら
れている。また、ユニットの周りにはグラスウールのような吸音材、
そして箱の底部には吸音効果をさらに高めるために綿のような
素材が布製の袋に封印されて装着されていて内部の構成は
LS 5/1よりかなり試行錯誤している様子が伺われる。

スピーカー前面　
箱の上部には、金属製の四角い枠取りされた縦25×横19cm
の開口部があり、金属製の網の前にサランネットが張ってある。
２個のトゥイーターはこの網の部分に縦に２個並べてネジで固
定されている。その四角い枠取りの少し外側にあるネジ４本で
LS 5/1に搭載されている38cmユニットと同じ物がマウントされ
ていて、この正面の四角い開口部からのみウーファーの音が
放出され、トゥイーターとの同軸ユニット構造になっている。

同じ大きさの渦巻
き状のイコライザー
がついたトゥイー
ターが２つ見える

箱の側面にある「LS3
／１」のプレート。シリア
ルナンバー入り

LS 3／1のネットワーク部


